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Presently, information technology of agriculture is important for improvement of the management
of agriculture. In addition, from the increasing of the interest about the food of the consumer, also the
traceability of agricultural products is required. In this research, we designed the database as prerequisite
that improvement of the management and the offering of the information.
The data of a farming union was administrated by the card type database. But, it has many problems.
So we used the relational database in this research. Next, we arranged the data by the formalization to de-
crease the overlap in the tables. From these results, we discussed about the basic structure of database for
the improvement of efficiency, management and expandability. As a result, we considered that new data-
base would be able to solve the problems of the management of agriculture.
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６ ま と め
本研究では，実在の農業法人におけるデータの提供を受け，経営の効率化や消費者等からの
要求に即座に応じることができる情報提供を前提としたデータベースの設計を行ない，以下の
ような問題点について対応を行なった．
 現行システムからのデータ移行に伴う，過去のデータベース運用の問題点の把握および
改善方法の検討
 作成したデータベースにおける，利用目的ごとのデータに対するアクセスの検証
 外部からの情報開示の要望などへの対応などの新たな運用事項の検証
今後の課題として以下に示す．
 実際の現場における運用試験を行い，問題点の抽出と改善を行なう
 メインメニュー作成などによる，利用しやすいスタイルへの移行
 現在手作業となっている作業（例：荷受作業）の自動化
 GPSなどの携帯端末を用いて，現地におけるリアルタイムでの情報収集の取り込みお
よび GISデータの利用
摘 要
現在，農業分野では経営の効率化が求められており，農業の情報化が重要である．また，消
費者の食に対する関心の高まりから，作物の生産履歴情報も求められている．本研究では，経
営の効率化や情報提供を前提としてデータベースの設計を行なった．
提供を受けたデータは，カード型データベースで管理されていたが，さまざまな問題があっ
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た．そのため，本研究ではリレーショナルデータベースを採用した．次に，重複したデータを
整理する正規化作業および作成したテーブルの関連付け作業を行った．その結果をもとに，労
務環境の効率化，経営の効率向上を目的として新規データベースの基本構造について検討を
行った．また，データ拡張性ついても問題点を明確にし，対策について検討した．その結果，
それらの問題については，新しいデータベースで改善できると思われた．
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